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新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止について（依頼） 

 

 新型コロナウイルス感染症については、長期間にわたり、感染拡大防止にご協

力いただき、感謝申し上げます。 

 全国においては、感染力が強いとされるオミクロン株への感染が急激に拡大し

ており、昨日、沖縄県、広島県、山口県がまん延防止等重点措置区域に指定され

たところです。 

また、本県においても、この数日間において、感染者が大幅に増加しているこ

とから、本日付で、「警報」を再び発令するとともに、下記のとおり感染防止対策

の徹底について、改めて県民の皆様にお願いをしたところです。 

つきましては、このような趣旨をご理解いただき、貴会におかれましても、会

員の皆様に対し周知いただきたく、改めて、ご協力をお願いします。 
 

≪警報発令に伴うお願い≫ 

○体調に合わせた行動の徹底 

 ・体調不良を感じたら、①不要な外出をしない、②人の集まるところに行か 

ない、③イベント・飲み会に参加しない 

○検査の徹底 

 ・大人数のイベント・飲み会の前に検査を受ける 

 ・県外から来県される際は、事前に居住地で検査を受ける 

○飲食を伴う会合は慎重に 

・他県の方など、普段顔を合わせない方との飲み会は控える 

・その他の飲み会は、人数をできる限り絞り、定員 50％以下・短時間で行う 

など、形式を工夫するとともに、にいがた安心なお店応援プロジェクト認 

証店など、感染防止対策が徹底された店舗を利用する 

○まん延防止等重点措置適用都道府県との往来は慎重に 

 
 
 〔添付書類〕 

  ・警報発令に伴うお願い（R4.1.8） 

  ・オミクロン株について 
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警報に伴うお願い①

全国的にオミクロン株による感染急拡大が起き

ている中、昨日（１月７日）本県初となるオミク

ロン株の感染者が確認されました。ここ数日、県

内の新規感染者が急速に増加していることを踏ま

え、

本日（１月８日）県独自の警報を発令します。

（国基準はレベル２に移行）

今後、県内においてもオミクロン株による急速

な感染の拡大が懸念されることから、常に感染し

ている可能性を考え、基本的な感染対策を徹底

（手洗い・手指消毒、３密回避、マスク着用）し

ていただくとともに、以下のとおりお願いします。

＜感染拡大防止のため守っていただきたいこと＞
[１] 体調に合わせた行動の徹底

◆体調不良を感じたら･･･

・不要な外出をしない

・人の集まるところに行かない

・イベント・飲み会に参加しない



警報に伴うお願い②
[２] 検査の徹底

◆大人数のイベント・飲み会等の前に検査を受ける

◆県外から来県される際は、事前に居住地で

検査を受ける

人数をできる限り絞る
形式を工夫する

・着座（立食・席移動は控える）・お酌はＮＧ

・定員50％以下（座席も離して）・短時間で行う

※ にいがた安心なお店応援プロジェクト認証店など、感染防止

対策が徹底された店舗を利用しましょう！

無症状の方（令和4年1月31日まで無料）

❶新潟県ワクチン・検査パッケージ検査所で受検

❷ウエルシア薬局・ツルハドラッグ等の民間薬局で受検

有症状の方（無料）

かかりつけ医または受診・相談センターに電話
新潟県新型コロナ受診・相談センター

電話 025-256-8275  (毎日24時間対応)

[３] 飲食を伴う会合は慎重に
◆他県の方など、普段顔を合わせない方との

飲み会は控えてください

◆その他の飲み会は、以下の点に注意を

[４]まん延防止等重点措置が適用されている

他都道府県との往来は慎重に



オミクロン株について
全国各地でオミクロン株による感染が増加している状況です。今後懸念さ
れる点を以下のとおりまとめましたので、ご留意ください。

感染者の爆発的増加・重症者の増加
オミクロン株の感染力はデルタ株よりも格段に強いと言われており、
今後、県内を含め全国で感染者が爆発的に増加する懸念があります。
オミクロン株の重症化率はデルタ株と比べて低いと言われていますが、

感染者の一定数は重症化しますので、感染者の爆発的な増加に伴い、
重症者がこれまでより増加する懸念があります。

子どもの感染者増加
ワクチン接種対象外の子どもの感染者が増加する懸念があります。

社会インフラへの影響
医療従事者や、生活基盤を支えるエッセンシャルワーカーの感染
者が増加し、社会機能を維持できなくなる懸念があります。
各組織において、感染者増加に備えた業務継続の仕組みを改めて
見直しいただくようお願いします。

福祉２


